
 
資料３－１ 

令和８年度岐阜市男女共同参画市民意識調査について 

 

＜目的＞ 

 「男女共同参画社会」の実現を図るため、岐阜市民が抱いている男女共同参画に対する認識や意

向をアンケート調査し、その結果を分析及び検討することで、今後の男女共同参画に関する施策の

資料とする。 

 また、現行の男女共同参画基本計画は計画期間を令和９年度までとしており、令和１０年度以降

の第４次基本計画を策定するための基礎資料とする。 

 

＜内容＞ 

市民意識の変化を把握するために、前回の意識調査（平成２８年度実施）時の内容を基本として、

同様の調査を最近実施した他自治体や国、岐阜県の調査内容を参考に、新たな課題への対応を念頭

に置いて検討する。 

 

＜実施方法＞ 

（１）調査地域   岐阜市全域 

（２）調査対象   岐阜市在住の１８歳以上の男女 

（３）標本数    ３，０００人（男女各１，５００人） 

（４）抽出方法   無作為に抽出 

（５）調査方法   無記名とし、郵送配布とする。回収は郵送または WEB 回答方式をとる。 

（６）調査時期   令和８年９月 

 

＜調査項目＞ 

（１）あなた自身のことについて 

（２）男女平等に関する意識について 

（３）家庭生活について 

（４）地域での活動について 

（５）女性の社会進出について 

（６）子どもに対する男女共同参画教育について 

（７）人権について 

（８）アンコンシャス・バイアスについて【追加】 

（９）ワーク・ライフ・バランスについて【追加】 

（１０）困難な問題を抱える女性への支援について【追加】 

（１１）市の男女共同参画推進に関する施策について 

 【【追加】と記載した項目については、平成２８年度実施調査より追加した項目となる。平成２８年

度実施調査との比較の詳細については、資料３－２のとおり。 


